
1 
 

金亀公園（（仮称）彦根総合運動公園）整備の検討状況について 

１ 事業の経過 

平成 27 年 12 月：公園整備基本設計に着手 

   平成 28 年 2 月～7 月：（仮称）彦根総合運動公園第１種陸上競技場建築検討懇話会の開催

（計３回実施） 

        9 月：公園整備基本設計の取りまとめ 

   平成 29 年 3 月：公園整備実施設計に着手 

          ：第１種陸上競技場建築基本設計に着手 

 

２ 第１種陸上競技場建築基本設計の検討状況の概要（別添資料参照） 

 （１）基本設計のコンセプト 

   ①コンパクトな競技場 

②歴史、景観に配慮した競技場 

③周囲を自由に回遊できる競技場 

   ④環境負荷の縮減を図る競技場 

⑤安全で安心な競技場 

（２）概要 

項 目 構 造 階数 延床面積(㎡) 収容人員(人) 備 考 

メイン 

スタンド 

RC 造 

一部 S 造 
５ 約 13,000 

約 7,000 

（個席） 

うち、車椅子スペース

約 50 人分 

バック 

スタンド 

RC 造 

一部 S 造 
２ 約 5,300 

約 2,200 

（階段状席） 

うち、車椅子スペース

約 30 人分  

サイド 

スタンド 
RC 造 １ 約 3,200 

約 5,800 

（芝生席） 

北側：2,900 人 

南側：2,900 人 

合 計   約 21,500 約 15,000  

          ※ RC 造：鉄筋コンクリート造、S 造：鉄骨造 

 

３ 公園整備実施設計の検討状況の概要 

（１）公園整備実施設計の状況 

     公園整備実施設計では公園整備基本設計の方向性を踏襲し、上記２の基本設計と並行し

て工事実施に向けた詳細な設計を進めている。 

  （２）公園施設の配置概要 

    ①園路および広場：園路（約 3 ㎞）、ｴﾝﾄﾗﾝｽ広場・緑の広場・ｽﾀｼﾞｱﾑ前広場（約 2ha） 
    ②修景施設：中高木（約 1,100 本） 

③休憩施設：四阿（3 基）、ベンチ（16 基） 
④運動施設：第 1 種陸上競技場(400m×9 レーン、全天候舗装)、第 3 種陸上競技場（400m 

×8 レーン、全天候舗装）、庭球場（12 面）、野球場（存置） 

⑤便益施設：駐車場（約 1,100 台）、便所（3 ヶ所）     
 

４ 今後の主な予定 

平成 29 年 12 月下旬：第１種陸上競技場建築基本設計の取りまとめ 

   平成 30 年 2 月下旬：公園整備実施設計の取りまとめ 

     3 月上旬：第１種陸上競技場建築実施設計に着手 

平成 30 年度   ：公園整備工事に着手 

         ：第１種陸上競技場建築実施設計の取りまとめ 

平成 31 年度   ：第１種陸上競技場建設工事に着手 

文 化 ・ ス ポ ー ツ 対 策 特 別 委 員 会 資 料 ６ 
平成 29 年（2017 年）12 月  19 日（火） 
県 民 生 活 部 ス ポ ー ツ 局 
土 木 交 通 部 都 市 計 画 課 
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【施設配置図】 

 
【公園整備スケジュール】 

建築施設工事
　（第1種陸上競技場）

都市公園設計計画
　（基本構想・基本計画）

　（公園設計）

平成２９年度
（７年前）

平成３２年度
（４年前）

平成３６年度
（開催年）

平成３４年度
（２年前）

建築施設計画設計
　（第1種陸上競技場）

　（緑の広場、エントランス広場、
　交流広場、第1種外構など）

　（第3種陸上競技場）

平成３7年度
（1年後）

平成２６年度
（１０年前）

平成２７年度
（９年前）

平成２８年度
（８年前）

平成３１年度
（５年前）

平成３０年度
（６年前）

　（庭球場）

平成３３年度
（３年前）

平成３５年度
（１年前）

公園等整備
　（基盤工事、地盤対策工事）

項目　╲　年度

既存施設解体
　（スポーツ会館、プール、庭球場、
陸上競技場、その他工作物等）

供
用
開
始

→

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開
催

第
２
４
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

第
７
９
回

国
民
体
育
大
会
開
催

基本構想・基本計画

基本設計 実施設計

基本設計条件検討

実施設計基本設計

 

【公園整備基本設計での工事概算額】      200 億円程度 

   内訳 第 1 種陸上競技場整備費      106 億円程度 

      その他公園整備費、用地補償費等   94 億円程度 
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城北幼稚園

近江高等学校

第 3種
陸上競技場

第 1種
陸上競技場

緑の広場

野球場

住
宅
地

住
宅
地

計画敷地

彦根城
天守

玄宮園

庭球場

県道彦根港彦根停車場線

城北小学校

メインスタンド
フィールド

視界が広がり
圧迫感低減

敷
地
境
界
線

公園基本設計時
の形状

約 10m縮小

観客席が
フィールド
に接近

住宅等

トラック・フィールド
　整備面積：約３．９ｈａ
　トラック：４００ｍ×９レーン
　　　　　　（全天候舗装）
フィールド：１０６ｍ×６９ｍ　
　　　　　　（天然芝、サッカー
　　　　　　  やラグビー等多目
　　　　　　  的に利用可能）

メインスタンド

１. コンパクトな競技場

建物
　建築面積：18,500 ㎡
延べ床面積：21,500 ㎡
　　　構造：鉄筋コンクリート造
　　　　　　一部鉄骨造
　　　規模：５階建て
　最高高さ：24ｍ程度
　収容人員：15,000 人以上
メインスタンド：7,000 席程度
（北ｻｲﾄﾞｽﾀﾝﾄﾞに大型映像装置を設置）

第１種陸上競技場の計画概要

２. 歴史、景観に配慮した競技場 ３. 周囲を自由に回遊できる競技場

エントランスステップ
公園の主出入口に近接した位置に設けた大階段
スタジアムリングへ上がる観客動線となる  

　平成36年（2024年）に開催する国体および全国障害者スポーツ
大会の主会場（開・閉会式と陸上競技の会場）として、滋賀県立彦根
総合運動場を第1種陸上競技場を備えた公園に再整備するため、平
成28年9月に（仮称）彦根総合運動公園整備基本設計を策定した。

　第1種陸上競技場について、各種設計条件との整合を図りつつ、彦
根城の世界遺産登録に向けた取組や防災機能の強化等に配慮しな
がら、建物の形状や施設構成など、骨格となる建築基本設計を取りま
とめた。

①メインスタンドの観客席を２層構成とすることによ
り建物の幅を縮小
②メインスタンドに架設する屋根の範囲を縮小
③観客席を上下 2段に分けることにより、客席が
フィールドに近づき臨場感の高い観戦が可能
④西側住宅地からの距離を離し、樹木を植栽して圧迫
感を低減
⑤競技場周辺に余裕を生み出し、公園空間を拡大

①伝統的な真壁造や下見板張り風のデザインを採用
②城下町の景観と調和した、落ち着きのある色調を
採用

③かつての松原内湖にあった百間橋をモチーフに
し、連続で櫓形状に構成する柱と梁を採用

④内装仕上げ材等に県産木材を利用
⑤照明を目立たせないよう、屋根先端下部に照明設
備を設置 ( 照明柱を設置しない )

①２階レベルに回遊できる歩道空間 ( スタジアムリン
グ ) を設置
②４カ所の屋外階段とスロープを設け、スタジアム
内外のアクセスを向上
③スタジアムリングは公園内の各施設を円滑につなぎ、
連絡橋により彦根城等との動線を確保
④スタジアムリングにより、各スタンドに段差なく
行けるようバリアフリーに配慮

庭球場 第３種
陸上競技場

緑の広場

野球場

金亀公園

第１種
陸上競技場

エントランス
広場

（仮称）彦根総合運動公園第１種陸上競技場建築基本設計の概要（案） 平成 29 年 12 月

スタジアムリング
第 1種陸上競技場の 2階の
コンコースレベルを回遊できる歩道空間

庭球場 バックスタンド

緑の広場

駐車場

メインスタンド

庭球場 バックスタンド

エントランス広場エントランス広場

緑の広場

緑の丘緑の丘

駐車場

メインスタンド

配置イメージ

エントランス広場から : 公園と第 1種陸上競技場を繋ぐ「緑の丘」と「大階段」

2段スタンドによる圧迫感を低減した計画

鳥瞰パース スタジアムリングを中心に周囲を自由に回遊できる競技場

大階段

緑の丘

百間橋をイメージした
連続するフレーム

大階段

緑の丘 スタジアムリングスタジアムリング

野球場野球場

緑の広場

エントランス
広場

庭球場

緑の広場

エントランス
広場

庭球場

百間橋をイメージした
連続するフレーム

第１種陸上競技場全体イメージ

滋賀の歴史文化を継承し、
　親しみをもてる交流の架け橋となる競技場

庭球場 第３種
陸上競技場

緑の広場

野球場

金亀公園

第１種
陸上競技場

コンパクト 櫓（やぐら） つなぐ

エントランス
広場

第１種陸上競技場建築基本設計の概要（案） 平成29年 12 月

スタジアムリング
第 1種陸上競技場の 2階の
コンコースレベルを回遊できる歩道空間

庭球場 バックスタンド

緑の広場

駐車場

メインスタンド

庭球場 バックスタンド

エントランス広場エントランス広場

緑の広場

緑の丘緑の丘

駐車場

メインスタンド

配置イメージ

エントランス広場から : 公園と第 1種陸上競技場をつなぐ「緑の丘」と「大階段」

2段スタンドによる圧迫感を低減した計画

西側住宅地から：建物のコンパクト化により周囲の緑地面積の確保 敷地北側から：スタジアムリングを中心に周囲を自由に回遊できる競技場

大階段

緑の丘

百間橋をイメージした
連続するフレーム

大階段

緑の丘 スタジアムリングスタジアムリング

野球場野球場

緑の広場

エントランス
広場

庭球場

緑の広場

エントランス
広場

庭球場

百間橋をイメージした
連続するフレーム

第１種陸上競技場全体イメージ

滋賀の歴史文化を継承し、
　親しみをもてる交流の架け橋となる競技場

バックスタンド

敷地
　所在地：滋賀県彦根市松原町 3028
　面積　：21.8ha

（仮称）彦根総合運動公園 
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スタジアム
リング

コンコース
遮光・
防音壁

貴賓室

放送室
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( 金亀公園 )

放送室

貴賓室
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緑の丘
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緑の丘

1Ｆ

売店

北サイドスタンド

( 芝生席 2900 人 )

南サイドスタンド

( 芝生席 2900 人 )
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遮光・
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連絡橋

大型映像装置
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７
０
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(
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２
０
０
人)

芝生席

: 大会関係諸室 : 用具室・倉庫: 観客席等 : 更衣・トレーニングルーム( 諸室 )凡例 : W C・その他: 階段・E V

４. 環境負荷の縮減を図る競技場

①遮光・防音壁により近隣への住環境負荷（光漏れ、
音漏れ）を低減
②観客席、フィールド用のスピーカーを分散配置す
ることにより、周囲への音漏れを低減
③屋根の雨水を集水しフィールドの芝生散水に活用
④風の流れを考慮した自然換気を採用
⑤競技用照明を含め、すべての照明に LED 器具を用
い省エネを図る
⑥工事残土は緑の丘の盛土に活用し、場外搬出を削減

イメージパース

５. 安全で安心な競技場

①地震発生時に防災拠点として機能するよう必要な耐震
性を確保
②杭は安全性とコストバランスを考慮し、コンクリート
杭とする
③災害時の緊急輸送機能や避難施設としての機能を確保
④万が一の災害に備え、自家発電装置を設置
⑤フィールドは災害時にヘリポートとして利用可能
⑥発災時には雨水をトイレ洗浄水等に活用

1F
エントランスホール、更衣室、会議室、事務室、情
報処理室、記者室、記者会見室、ドーピング検査室、
器具庫、雨天走路、トレーニングルームなど

第１種陸上競技場建築基本設計の概要（案）

各階平面・断面イメージ

 

断面イメージ

平面イメージ
メインスタンド架構イメージ近隣への住環境に配慮した外壁イメージ

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ
 併せ柱

：ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ
  部材

凡例

：現場打設
   ｺﾝｸﾘｰﾄ部材
：鉄骨部材

鉄骨梁

コンクリート杭

「木組み」をイメージした構成

バックスタンド立面イメージ

大型映像装置
スタジアムリングエントランス

ステップ
金属屋根

緑の丘

金属屋根

メインスタンド立面イメージ

鉄骨柱

第１種陸上競技場 野球場 第３種陸上競技場第１種陸上競技場 野球場 第３種陸上競技場

遮光・防音壁遮光・防音壁

彦根城天守からの眺め：周囲を樹木で囲った景観に調和した競技場

フィールドからメインスタンドを見るバックスタンドコンコース（スタジアムリング）

2F
倉庫、売店、観客席、コンコースなど

3Ｆ
観客席、倉庫、コンコースなど

4Ｆ
貴賓室、観客席、など

5Ｆ
放送室、写真判定室、指令室、
大型映像装置操作室など
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各階平面・断面・立面イメージ

 

断面イメージ

平面イメージ
メインスタンド架構イメージ近隣への住環境に配慮した外壁イメージ

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ
 併せ柱

：ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ
  部材

凡例

：現場打設
   ｺﾝｸﾘｰﾄ部材
：鉄骨部材

鉄骨梁

コンクリート杭

「櫓」をイメージした構成

〈メインスタンド〉 〈バックスタンド〉

真壁造や下見板張り風のデザイン

バックスタンド立面イメージ

大型映像装置

スタジアムリング大型映像装置

スタジアムリングエントランス
ステップ

金属屋根

緑の丘

金属屋根

メインスタンド立面イメージ

これらの図およびイメージは基本設計時点のものであり、この後に行う実施設計で変更になる場合がある。
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遮光・防音壁遮光・防音壁

彦根城天守からの眺め：周囲を樹木で囲った景観に調和した競技場

フィールドからメインスタンドを見るバックスタンドコンコース（スタジアムリング）
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倉庫、売店、観客席、スタジアムリングなど
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観客席、倉庫、コンコースなど
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放送室、写真判定室、指令室、
大型映像装置操作室など
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（仮称）彦根総合運動公園第１種陸上競技場建築基本設計の概要（案）第１種陸上競技場建築基本設計の概要（案）（仮称）彦根総合運動公園 
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